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	応用
	抗原情報
	背景
	機能: エンドサイトーシス受容体として機能し、捕捉した抗原を細胞外空間から特殊な抗原処理区画に誘導します (類似性による)。 B リンパ球の増殖を抑制します。,その他:アイソフォーム 2 およびアイソフォーム 3 は、LY75 および CD302 を含む mRNA を共転写する転写制御メカニズムによって HRS 細胞で生成され、その後、遺伝子間スプライスされた mRNA が生成されて LY75/CD302 融合タンパク質が生成されます。,オンライン情報:DEC-205,PTM:N グリコシル化されています。,類似性:1 つの C 型レクチン ドメインを含みます。,類似性:1 つのフィブロネクチン II 型ドメインを含みます。,類似性:1 つのリシン B 型レクチン ドメインを含みます。,類似性:10 個の C 型レクチン ドメインを含みます。,組織特異性:骨髄細胞株および B リンパ系細胞株で発現されます。アイソフォーム2およびアイソフォーム3は、ホジキンリンパ腫細胞（HRS細胞）で発現します。,組織特異性：脾臓、胸腺、結腸、末梢血リンパ球で発現します。骨髄系およびBリンパ球系細胞株で検出されます。アイソフォーム2およびアイソフォーム3は、ホジキンリンパ腫細胞（HRS細胞）で発現します。,機能：エンドサイトーシス受容体として機能し、捕捉した抗原を細胞外空間から特殊な抗原処理区画に誘導します（類似性による）。 B リンパ球の増殖を抑制します。,その他:アイソフォーム 2 およびアイソフォーム 3 は、LY75 および CD302 を含む mRNA を共転写する転写制御メカニズムによって HRS 細胞で生成され、その後、遺伝子間スプライスされた mRNA が生成されて LY75/CD302 融合タンパク質が生成されます。,オンライン情報:DEC-205,PTM:N グリコシル化されています。,類似性:1 つの C 型レクチン ドメインを含みます。,類似性:1 つのフィブロネクチン II 型ドメインを含みます。,類似性:1 つのリシン B 型レクチン ドメインを含みます。,類似性:10 個の C 型レクチン ドメインを含みます。,組織特異性:骨髄細胞株および B リンパ系細胞株で発現されます。アイソフォーム2およびアイソフォーム3は、ホジキン・リード・シュテルンベルグ（HRS）細胞と呼ばれる悪性ホジキンリンパ腫細胞で発現します。,組織特異性：脾臓、胸腺、結腸、末梢血リンパ球で発現します。骨髄系およびBリンパ球系細胞株で検出されます。アイソフォーム2およびアイソフォーム3は、ホジキン・リード・シュテルンベルグ（HRS）細胞と呼ばれる悪性ホジキンリンパ腫細胞で発現します。,
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